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特集 幕末日本の軍事力―長州と幕府―

　この写真は、文久３年（1863）５月に関門海峡を揺るがした長州藩の外国船砲撃及び翌月の米仏による報復
攻撃の際の各艦船の航跡などを、英国の軍人 F・ブラインが描いて本国の陸軍省に提出した地図です。左上の
楕円の中には「NOV12　1864」と英国陸軍省の受領印が押されています。

【下関砲撃図　縦 20cm ×横 25cm　W078/1014（英国公文書館 National Archives 蔵）】
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特
集 

幕
末
日
本
の
軍
事
力
―
長
州
と
幕
府
―

　

ペ
リ
ー
来
航
の
一
〇
年
後
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
五
月
十
日
を
期
限
に
「
攘
夷
実
行
の
幕
命
」
が
下
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
幕
命
に
唯
一
反
応
し
た
長
州
藩
は
、
関
門
海
峡
を
通
過
す
る
外
国
船
を
砲
撃
し
ま
し
た
。
翌
元
治
元
年
の
四
か
国
連
合
艦
隊

に
よ
る
報
復
攻
撃
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
実
は
、
長
州
藩
は
砲
撃
の
翌
月
に
早
速
報
復
攻
撃
を
受
け
て
い
る
の
で
す
。

　

表
紙
の
地
図
は
そ
の
と
き
の
様
子
を
描
い
た
貴
重
な
記
録
で
す
。
今
回
の
特
集
で
は
、こ
の
地
図
を
手
掛
か
り
に
し
な
が
ら
、

当
時
の
日
本
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
長
州
藩
単
独
の
外
国
船
砲
撃

　

表
紙
の
地
図
を
見
る
と
、
左
上
に
「JA

PA
N

」
の

文
字
が
、
そ
し
て
中
央
部
に
は
「SIM

O
N

O
SEK

I

」

の
文
字
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も「N

A
GA

T
O

（
長

門
）」「BO

O
ZEN

（
豊
前
）」「K

O
K

U
RA

（
小
倉
）」

「SU
W

O
N

A
D

A
 SEA

（
周
防
灘
）」
と
い
っ
た
、
私

た
ち
に
馴
染
み
の
深
い
地
名
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た「H

IK
U

SIM
A

」は
今
の
彦
島
の
こ
と
で
、

攘
夷
決
行
以
前
は
こ
の
よ
う
に
「
引
島
」
と
呼
ば
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
戦
い

に
臨
ん
で
退
却
を
連
想
さ
せ
る
こ
と

か
ら
、
長
府
藩
主
毛
利
元も

と

周ち
か

の
命
令

で
「
彦
島
」
と
改
め
ら
れ
た
と
い
う

説
が
あ
り
ま
す
（『
長
府
毛
利
家

乗
』）。
さ
ら
に
、
中
央
上
部
に
あ
る

「Japan Battles &
 Sieges

（
日
本 

戦
闘
と
攻
撃
）」
の
走
り
書
き
か
ら

は
、
当
時
の
緊
迫
感
が
伝
わ
っ
て
く

る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
地
図
で
と
り
わ
け
興
味
深
い

の
は
、
海
峡
封
鎖
に
当
た
っ
た
砲
台

の
配
置
で
す
。
下
関
周
辺
に
、
濃
い
赤
色
で
描
か
れ
た

印
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
砲
台
を
示
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
に
記
さ
れ
た
数
字
は
、
こ
の
地
図
を
描
い
た

Ｆ
・
ブ
ラ
イ
ン
が
確
認
し
た
大
砲
の
数
で
、
下
関
の
砲

台
の
数
は
七
、
大
砲
は
二
七
に
上
り
ま
し
た
。
一
方
、

対
岸
の
「
豊
前
」
側
に
砲
台
は
見
え
ま
せ
ん
。
少
し
先

の
「
小
倉
」
に
は
一
つ
の
砲
台
に
一
五
門
の
大
砲
が
観

察
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
大
砲
が
火
を
噴
く
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
外
国
船
砲
撃
を

実
行
に
移
し
た
の
は
、
長
州
藩
だ
け
だ
っ
た
の
で
す
。

■
日
本
の
軍
事
力
の
外
面
的
な
弱
さ

　

こ
の
外
国
船
砲
撃
は
、
長
州
藩
の
完
全
な
失
敗
に
終

わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、
攘
夷
行
動
の
足
並
み
が
揃

え
ば
攘
夷
は
実
行
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
当
時
の
日

本
の
軍
事
力
が
外
国
人
の
目
に
ど
の
よ
う
に
映
っ
て
い

た
の
か
を
、
仏
国
海
軍
士
官
Ｊ
・
ジ
ュ
リ
エ
の
覚
書
を

通
し
て
読
み
解
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

彼
が
着
目
し
た
の
は
、
外
面
的
な
弱
さ
で
し
た
。
つ

ま
り
、
日
本
の
軍
事
力
は
西
洋
の
モ
デ
ル
の
表
面
だ
け

を
コ
ピ
ー
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

表紙地図：文字部分（中央上）の拡大図
※上下反転しています

　表紙地図：下関付近の拡大図
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ジュリエの報告はSHM,GG2/40/8 Note sur la puissance militaire du Japon,par Julhiet, Avril 1864.（仏国海軍省史料）より転載（山本成生訳）

そ
の
く
せ
、
日
本
人
は
「
教
え
た
が
り
」
だ
と
い
う
洞

察
も
あ
り
ま
す
。結
果
、浅
薄
な
知
識
を
持
つ
者
を
次
々

と
生
ん
で
い
る
の
だ
と
言
う
の
で
す
。

　

さ
ら
に
ジ
ュ
リ
エ
は
、
軍
事
的
な
物
量

や
品
質
の
水
準
の
低
さ
を
、
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
ま
す
。

「
大
君
の
ヤ
ク
ニ
ン
た
ち
の
一
部
自
身
が
、

い
ま
だ
に
白
兵
戦
用
の
武
具
を
身
に
付
け

て
お
り
…
…
」

　

地
図
上
に
は
、
こ
う
し
た
日
本
の
弱
さ

を
裏
付
け
る
記
録
も
見
付
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
例
え
ば
、
右
端
の
米
国
の
旗
か

ら
伸
び
る
赤
い
点
線
は
、
翌
月
に
報
復
攻

撃
を
行
っ
た
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
号
の
航
跡
を

示
す
も
の
で
す
が
、
こ
の
攻
撃
に
よ
っ
て
、

長
州
藩
は
持
て
る
軍
艦
の
す
べ
て
を
失
い

ま
し
た
。
ま
た
、
海
峡
の
入
口
に
見
ら
れ

る
仏
国
の
旗
は
軍
艦
二
隻
に
よ
り
報
復
攻

撃
が
行
わ
れ
た
地
点
を
表
し
て
い
て
、
中

央
下
に
「Battery destroyed &

 V
illage 

burnt by the French

（
仏
国
軍
に
よ

る
砲
台
破
壊
と
村
の
焼
払
い
）20. July/63

」

と
そ
の
成
果
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
ジ
ュ
リ
エ
は
、
こ
れ
ら
の

弱
さ
が
克
服
さ
れ
る
の
は
時
間
の
問
題
だ

ろ
う
、
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

「
も
し
日
本
人
が
こ
れ（
施
条
砲
）を
持
っ

て
い
れ
ば
、
彼
ら
は
再
び
無
敵
に
な
り

ま
す
が
、
そ
れ
を
所
持
し
な
い
以
上
、

仏
国
に
立
ち
向
か
う
こ
と
な
ど
思
い
も
よ
ら
な
い
の

で
す
。
仏
国
に
対
す
る
畏
敬
の
念
と
、
い
か
な
る
対

価
を
払
っ
て
で
も
、
お
手
本
と
す
る
た
め
の
施
条
砲

を
手
に
入
れ
た
い
と
い
う
欲
求
が
、
七

（
文
久
三
年
六
月
五
日
）

月
二
十
日
の

直
接
的
な
効
果
で
す
。」

　

つ
ま
り
、
今
回
の
戦
争
は
、
日
本
に
武
器
を
売
り
つ

け
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
、
と
本
国
に
報
告
し
て
い
る
の

で
す
。
し
か
し
、
我
が
国
の
軍
事
力
に
は
、
な
お
致
命

的
な
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

■
致
命
的
な
問
題
は
ソ
フ
ト
面
の
弱
さ
だ
っ
た

　

ジ
ュ
リ
エ
の
予
想
ど
お
り
、
こ
の
事
件
を
き
っ
か
け

と
し
て
、
長
州
藩
も
幕
府
も
大
金
を
は
た
い
て
最
新
の

武
器
を
買
い
揃
え
、
武
器
の
貧
弱
さ
や
劣
悪
さ
を
補
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
幕
府
側
の
軍
事
力
は
一
向
に
強

化
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
研
究

者
は
、「
内
面
の
脆
弱
性
」
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。
す

な
わ
ち
、
致
命
的
な
問
題
は
、
ハ
ー
ド
面
の
軍
備
拡
充

に
終
始
す
る
ば
か
り
で
、
ソ
フ
ト
面
の
戦
法
導
入
が
図

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
す
。

  

他
方
、
幕
府
と
は
対
照
的
に
、
長
州
藩
で
は
、
三
年

後
の
幕
長
戦
争
ま
で
に
西
洋
式
戦
法
の
導
入
を
果
た
し

て
い
ま
し
た
。
長
州
藩
が
、
こ
の
本
質
的
な
軍
制
改
革

に
向
か
う
背
景
に
は
、
き
わ
め
て
根
の
深
い
対
外
危
機

意
識
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

■
長
州
と
幕
府
の
明
暗
を
分
け
た
も
の

　

散
兵
戦
術
な
ど
の
西
洋
式
戦
法
を
採
用
す
る
き
っ
か

け
を
長
州
藩
に
与
え
た
の
は
、
こ
の
外
国
船
砲
撃
の
失

敗
と
、
翌
年
の
四
か
国
連
合
艦
隊
に
よ
る
下
関
砲
撃
事

件
の
衝
撃
で
し
た
。
こ
の
軍
制
改
革
は
、
兵
員
の
自
発

性
や
独
立
心
を
生
か
す
発
想
を
前
提
と
し
た
も
の
で
、

政
治
面
や
社
会
面
に
強
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
避
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
知
っ
た
上
で
の
思
い
切
っ
た
導

入
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
内
面
的
な
弱
さ
を
克
服
し
よ
う
と
努
力
す

る
長
州
藩
の
動
き
を
評
価
し
た
英
国
は
、
雄
藩
連
合
政

権
の
実
現
に
期
待
を
寄
せ
ま
す
。
一
方
、
武
器
の
購
入

に
伴
っ
て
幕
府
の
軍
事
力
が
強
化
さ
れ
る
と
考
え
た
仏

国
は
、
幕
府
支
持
の
立
場
を
堅
持
し
ま
し
た
。

�

（
北
林
）

　表紙地図：文字部分（中央下）の拡大図

　「下関に到着した連合艦隊」（元治元年ベアト撮影：長崎大学附属図書館蔵）
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携
帯
電
話
が
普
及
し
、
相
手
が
ど
こ
に
い
て
も
簡
単
に
連
絡
が
と
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
デ
ー
ト
の
待
ち
合
わ
せ
時
間
や
場
所
の
変
更
も
す
ぐ
に

で
き
て
、
余
程
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
で
も
起
き
な
い
限
り
、
一
昔
前
の
す
れ
違

い
に
よ
る
悲
喜
劇
は
生
ま
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
本
当
に
便
利
な
世
の
中
に
な

り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
左
の
写
真
は
萩
藩
士
馬
屋
原
家
に
伝
来
し
た
差さ

し

紙が
み

（
呼
出
状
）
で
す
。
上
は

表
書
で
、「
宍　

八
郎
」（
宍
道
八
郎
）
が
馬
屋
原
輻あ

つ
めに

宛
て
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
下
は
本
文
で
、「
御
用
之
儀
候
条
、
只
今
拙
宅
可
被
罷
出
候
、
以
上
」
と

あ
り
、「
御
用
」
が
あ
る
の
で
、
私
の
家
ま
で
来
て
く
だ
さ
い
と
い
う
意
味
で
す
。
具

体
的
な
用
件
は
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
墨
引
の
左
に
小
さ
い
字
で
「
寛
政
十
年

（
一
七
九
八
）
午
十
二
月
廿
四
日
、
家
督
被
仰
渡
候
節
」
と
あ
り
、
同
日
付
の
加
判
衆

連
署
奉
書
が
伝
来
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
受
け
渡
し
の
た
め
の
呼
び
出
し
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
れ
自
体
は
廃
棄
し
て
も
い
い
と
思
わ
れ
る
差
紙
も
、
藩
か
ら
到

来
し
た
も
の
で
、
大
切
に
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

  

近
年
、
手
書
き
の
手
紙
が
見
直
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
気
持
ち
が
伝
わ
り
、
残

せ
ば
大
切
な
思
い
出
に
な
る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。�

（
担
当　

河
本
・
宮
﨑
・
小
田
）

　

関
門
海
峡
に
お
け
る
攘
夷
決
行
の
約
一
年
後
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）

六
月
七
日
に
山
陰
の
黄
波
戸
浦
（
長
門
市
日
置
）
で
米
国
船
に
対
す
る
砲
撃

が
あ
っ
た
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。
砲
撃
を
受
け
た
の
は
、
蒸
気
商
船
モ
ニ

タ
ー
号
で
し
た
。
し
か
し
、
境
川
の
千
畳
敷
か
ら
打
ち
出
さ
れ
た
野
戦
砲
の

「
弾
」
は
ほ
と
ん
ど
届
か
ず
、
届
い
た
分
も
命
中
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
方
、

モ
ニ
タ
ー
号
か
ら
発
射
さ
れ
た
三
〇
発
の
「
砲
弾
」
の
多
く
は
人
家
を
貫
通

し
て
、
一
二
軒
に
損
傷
を
与
え
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
事
件
へ
の
対
応
を
、『
忠
正
公
一
代
編
年
史
』
は
「（
前
略
）
老
人
・

幼
少
之
部
は
近
村
処
々
へ
退
家
致
さ
せ
、
手
道
具
等
取
片
付
さ
せ
、
十
三
、四
才
以
上

強
壮
之
者
ハ
内
居
、
火
の
元
用
心
家
々
水
田
子
へ
水
汲
せ
候
て
、
厳
粛
に
守
衛
仕
候
」

と
記
し
て
い
ま
す
。
黄
波
戸
に
住
む
人
々
に
与
え
た
衝
撃
の
大
き
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
ね
。

　

英
仏
米
蘭
の
四
か
国
連
合
艦
隊
に
よ
る
下
関
へ
の
報
復
攻
撃
が
あ
っ
た
の
は
、
こ
の

事
件
の
二
か
月
後
、
八
月
五
日
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
敗
戦
で
長
州
藩
は
攘
夷
の
不
可

能
を
悟
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
黄
波
戸
で
の
事
件
も
、
藩
論
を
転
換
さ
せ
る
上
で

重
要
な
意
味
を
持
つ
出
来
事
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。�（
担
当  

北
林
・
岡
松
・
村
里
）

差　

紙

米
国
船
の
黄
波
戸
来
航
事
件

近

維治明

世

新

部

部

会

会

部
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

馬屋原家文書（個人蔵）

『忠正公一代編年史』
（山口県文書館蔵）

千畳敷から黄波戸浦を望む
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旧
吉
敷
村
（
現
山
口
市
）
出
身
の
工
学
博
士
中
原
岩
三
郎
は
、
東
京
帝
国

大
学
工
科
大
学
で
電
気
工
学
を
専
攻
、
卒
業
後
東
京
電
燈
に
入
社
、
欧
米
視

察
で
の
知
見
を
活
か
し
、
同
社
の
技
師
と
し
て
水
力
発
電
に
よ
る
大
規
模
な

電
源
開
発
に
か
か
わ
り
、
山
梨
県
か
ら
東
京
中
心
部
へ
の
長
距
離
高
圧
送
電

を
実
現
さ
せ
た
功
労
者
で
す
。
そ
の
ま
ま
社
団
法
人
電
気
学
会
会
長
も
務
め

た
電
気
界
の
権
威
で
あ
り
、
藤
岡
市
助
と
と
も
に
山
口
県
出
身
の
著
名
な
電
気
技
師
の

一
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に
完
成
し
た
、
山
口
と
大
田
（
美
祢
市
美
東
町
）
を
結
ぶ

県
道
改
修
に
あ
わ
せ
て
、
吉
敷
と
山
口
の
中
心
部
を
連
結
す
る
支
線
の
建
設
が
計
画
さ

れ
ま
し
た
。多
額
の
私
財
を
な
げ
う
っ
て
こ
の
計
画
を
支
援
し
た
中
原
岩
三
郎
を
称
え
、

こ
の
接
続
道
は
地
元
で
は
「
中
原
道
路
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。　

　

石
碑
の
前
で
足
を
止
め
て
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
耳
を
傾
け
る
と
、
功
成
り
名
を
遂
げ

た
先
人
た
ち
の
ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
を
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
住
宅
が
建
ち
並

び
、
往
来
周
辺
の
風
景
は
一
変
し
ま
し
た
が
、
記
念
碑
は
、
今
日
も
変
わ
る
こ
と
な
く

穏
や
か
に
ふ
る
さ
と
の
日
常
を
見
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

（
担
当　

淺
川
・
古
屋
・
木
下
）

　

今
年
は
関
門
橋
が
開
通
し
て
四
○
年
に
な
り
ま
す
。
関
門
橋
開
通
直
前

に
、
橋
か
ら
の
眺
め
を
歩
い
て
堪
能
す
る
こ
と
の
で
き
た
幸
運
な
人
た
ち
が

い
た
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
世
紀
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
の

は
、
一
九
七
三
年
（
昭
和
四
十
八
）
十
一
月
九
日
で
、
自
動
車
専
用
道
路
と

し
て
開
通
す
る
十
一
月
十
四
日
の
五
日
前
の
出
来
事
で
す
。

　

関
門
橋
歩
行
見
学
会
は
、
下
関
市
・
北
九
州
市
の
そ
れ
ぞ
れ
九
○
○
○
人
ず
つ
（
計

一
万
八
○
○
○
人
）が
片
道
一
方
通
行
で
渡
り
き
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
参
加
者
は
、

健
康
な
大
人
に
限
ら
れ
、
写
真
撮
影
禁
止
、
ガ
ム
・
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
禁
止
な
ど
の

ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
を
条
件
に
、
下
関
市
で
は
自
治
会
ご
と
の
抽
選
で
、
北
九
州
市
で

は
公
募
に
よ
っ
て
、
そ
の
幸
運
を
手
に
し
た
の
で
す
。

　

当
日
は
、
多
少
の
雨
風
は
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
見
学
会
は
な
ん
と
か
実
施
さ
れ
、

翌
十
日
の
『
山
口
新
聞
』
に
は
、「
海
峡
の
空
を
歩
い
た
」「
た
だ
感
激
の
二
〇
分
」「
幸

運
に
輝
く
笑
顔
」
な
ど
の
見
出
し
が
躍
り
、「
こ
れ
か
ら
は
誰
も
二
度
と
歩
い
て
渡
る

こ
と
が
で
き
な
い
ん
だ
な
あ
、
と
考
え
る
と
年
に
も
な
く
何
か
す
ば
ら
し
い
こ
と
を
し

て
い
る
様
な
妙
な
錯
覚
に
落
ち
入
り
ま
す
ね
。」
な
ど
当
時
の
声
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。 �

（
担
当　

津
枝
・
山
本
・
中
野
・
河
村
）

「
い
し
ぶ
み
」
は
語
る

歩
い
て
渡
っ
て
、
い
い
眺
め
（
関
門
橋
）

部
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

現 代 部 会

近 代 部 会

かつての市道脇にたたずむ「中原道路碑」（山
口市吉敷上東）。中原岩三郎は母校の奉安殿
建立にも支援をよせています。

道路改修記念碑（山口市白石）。記念碑には、
地域の歩みをひもとくたくさんのヒントが
刻み込まれています。

４０年を迎える関門橋

歩行見学会の様子
（ 写真提供　下関市 ）
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『
史
料
編　

現
代
４
』
い
よ
い
よ
刊
行
へ

　

現
代
部
会
で
は
、
今
年
度
刊
行
予
定
の
『
史
料
編　

現
代
４
』
の
校

正
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
巻
で
は
、
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
十
）

の
終
戦
か
ら
、
昭
和
か
ら
平
成
へ
と
移
り
変
わ
る
一
九
九
○
年
頃
ま
で

を
時
期
的
な
目
安
と
し
て
、
戦
後
山
口
県
の
産
業
・
経
済
分
野
に
関
係

す
る
史
料
を
掲
載
し
ま
す
。

　

こ
の
巻
で
、ま
ず
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
第
一
章
で
す
。「
経

済
概
況
と
開
発
計
画
」
の
章
題
を
冠
し
て
、
本
格
的
な
長
期
計
画
と
し
て
は
戦
後
初
と

な
る
『
山
口
県
建
設
十
年
計
画
』（
一
九
五
九
）
や
、
そ
れ
を
引
き
継
い
だ
『
山
口
県

勢
振
興
の
長
期
展
望
』（
一
九
六
二
）
に
関
す
る
史
料
、
幻
と
消
え
た
広
域
開
発
計
画

構
想
に
関
す
る
史
料
な
ど
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
山
口
県
が
時
代
ご
と
に
取
り
組
ん

だ
課
題
や
目
指
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
、
戦
後
に
お
け
る
県
経
済
の

状
況
が
俯
瞰
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。
ま
た
、
第
二
章
以
下
で
は
、
農
林
水
産

業
か
ら
、
鉱
工
業
、
商
業
、
観
光
・
交
通
と
い
っ
た
産
業
・
経
済
の
分
野
ご
と
に
、
注

目
す
べ
き
史
料
を
整
理
し
て
い
ま
す
。

　
『
史
料
編　

現
代
４
』
は
、
今
日
に
つ
な
が
る
山
口
県
産
業
・
経
済
の
一
端
を
明
ら

か
に
す
る
史
料
集
と
し
て
、
ご
期
待
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

編
集
に
当
た
っ
て
は
、
表
計
算
ソ
フ
ト
を
利
用
し
て
、
掲
載
候
補
史
料
選
定
用
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
作
成
し
ま
し
た
。
ワ
ー
プ
ロ
入
力
し
た
翻
刻
原
稿
の
一
覧
か
ら
掲
載
し
た
い

史
料
を
選
択
す
る
と
、
全
体
の
頁
数
と
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
史
料
の
一
覧
表
（
表
題
・

年
代
・
出
典
・
所
蔵
先
・
登
録
番
号
な
ど
）、
章
・
節
・
項
ご
と
の
史
料
数
・
頁
数
及

び
年
代
分
布
な
ど
を
瞬
時
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
頁
数
調
整

も
驚
く
ほ
ど
早
く
な
り
、
編
集
も
格
段
に
効
率
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
以
前
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
を
そ
の
ま
ま
ス
キ
ャ
ン
（
パ
ソ
コ

ン
で
扱
え
る
画
像
デ
ー
タ
に
す
る
こ
と
）
し
、
直
接
デ
ジ
タ
ル
画
像
に
変
換
す
る
高
性

能
ス
キ
ャ
ナ
ー
の
存
在
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。『
史
料
編
』
の
口
絵
と
し
て
使
用
す
る
写

真
の
選
定
作
業
や
、
原
本
照
合
な
ど
の
確
認
作
業
に
も
利
用
し
て
い
ま
す
。
写
真
店
で

現
像
す
る
の
で
は
な
く
、
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
か
ら
直
接
画
像
デ
ー
タ
に
変
換
し
、
パ
ソ
コ

ン
に
取
り
込
む
の
で
す
が
、
普
通
に
写
真
を
見
る
分
に
は
、
ほ
と
ん
ど
気
に
な
ら
な
い

仕
上
が
り
で
、
技
術
の
進
歩
に
は
驚
か
さ
れ
る
ば
か
り
で
す
。

　
『
史
料
編　

現
代
４
』
は
、
こ
う
し
た
新
た
な
技
術
を
活
用
し
な
が
ら
、
目
下
校
正

の
真
っ
最
中
で
す
。�

（
津
枝
）

右は『山口県建設十年計画』、左は『山口
県勢振興の長期展望』（山口県文書館蔵）

デジタル画像を使った作業

『史料編　現代４』の校正作業

関門トンネル開通式　昭和 33 年３月９
日（山口県文書館蔵）
フィルムからスキャナーで取り込んだデジタル画
像の一例

県史アラカルト ９
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「
明
治
は
遠
く
な
り
に
け
り
」
と
言
わ
れ
て
久
し
い
が
、
私
は
明
治
を
ご
く
近
い
存

在
と
感
じ
な
が
ら
生
き
て
来
た
。
両
親
は
明
治
生
ま
れ
。
共
に
明
治
、
大
正
、
昭
和
、

平
成
の
世
を
生
き
、母
は
昨
年
百
二
歳
で
他
界
し
た
。
男
ば
か
り
八
人
の
子
を
授
か
り
、

何
事
に
も
動
じ
な
い
穏
や
か
で
上
品
な
女
性
だ
っ
た
。
私
の
子
供
の
頃
、
明
治
の
面
影

は
周
り
に
転
が
っ
て
い
た
。
母
に
連
れ
ら
れ
て
親
戚
に
行
く
と
、
食
事
に
は
箱
膳
が
並

び
、
寝
る
時
の
箱
枕
に
閉
口
し
た
。
大
伯
母
様
達
は
「
忠
さ
ん
（
寺
島
忠
三
郎
、
母
方

の
親
戚
）
は
［
蛤
御
門
の
変
］
で
最
後
に
久
坂
玄
瑞
さ
ん
と
刺
し
違
え
て
自
害
な
さ
っ

た
」
な
ど
と
話
し
て
い
た
。
我
が
家
に
出
入
り
し
て
い
た
爺
さ
ん
は
早
朝
か
ら
の
正
月

用
の
餅
つ
き
が
終
わ
る
と
、
七
輪
の
前
で
ど
て
ら
の
裾
を
開
け
た
ま
ま
次
々
と
餅
を
頬

張
り
な
が
ら
「
日
本
海
海
戦
の
時
に
ゃ
、
あ
の
山
に
登
っ
て
大
砲
の
音
を
聴
い
ち
ょ
っ

た
」
な
ど
と
大
法
螺
を
吹
い
て
い
た
。
兄
達
に
は
「
こ
の
県
で
先
生
と
呼
ば
れ
る
の
は

吉
田
松
陰
先
生
お
一
人
ぞ
」
と
も
教
わ
っ
た
。　
　

　

日
露
戦
役
の
年
に
生
ま
れ
た
父
は
錦
川
上
流
の
広
瀬
か
ら
萩
中
学
に
行
き
、
松
陰
先

生
の
兄
上
の
ご
実
家
に
下
宿
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た
。
父
は
学
生
時
代
、
斎
藤
茂
吉

に
師
事
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
文
人
で
、
与
謝
野
鉄
幹
、
晶
子
夫
妻
と
も
親
し
く
し
て

い
た
。
私
も
休
み
に
帰
郷
す
る
た
び
に
、
父
と
二
匹
の
犬
を
連
れ
て
山
林
を
見
て
回
っ

た
。
檜
に
絡
み
付
い
て
い
る
蔓
や
雑
木
を
鎌
で
切
り
掃
い
な
が
ら
。
背
筋
を
伸
ば
し
多

く
を
語
ら
な
い
凛
と
し
た
人
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
父
が
言
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

「
昔
の
道
は
今
と
違
っ
た
。
人
が
草
鞋
で
長
い
年
月
踏
み
締
め
た
道
は
心
地
よ
く
弾
み
、

幾
ら
歩
い
て
も
疲
れ
な
い
道
だ
っ
た
。」
維
新
の
あ
の
頃
、萩
か
ら
、馬
関
か
ら
、京
都
、

江
戸
へ
と
皆
歩
い
て
い
た
。
そ
の
長
さ
、
速
さ
に
驚
く
。
歴
史
を
読
む
と
き
、
高
杉
晋

作
や
桂
小
五
郎
達
が
歩
き
、
走
り
回
っ
て
い
た
彼
ら
の
足
裏
の
感
触
に
想
い
を
馳
せ
な

が
ら
読
む
と
、
彼
ら
の
息
遣
い
も
、
距
離
感
も
、
時
間
感
覚
も
、
そ
し
て
景
色
も
違
っ

て
見
え
て
く
る
。

　

旧
熊
毛
郡
北
部
四
か
村
（
八
代
・
勝
間
・
高
水
・
三
丘
）
を

エ
リ
ア
内
に
、
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）「
く
ま
げ
郷
土
史
会
」

が
発
足
し
ま
し
た
。
講
師
は
徳
山
の
清せ

い

木き

素す
な
お

先
生
を
迎
え
、
古

文
書
解
読
の
他
教
育
関
係
一
般
に
つ
い
て
幅
広
い
お
話
を
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
生
が
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
て
以
後
は
、
会
員
が
各
自
研
究
資
料
を
探
し
勉
強
し
て

き
ま
し
た
。

　

三
丘
領
主
宍
戸
家
の
家
臣
や
庄
屋
・
畔く

ろ

頭が
し
ら・

旧
家
か
ら
文
書
資
料
を
借
り
て
お
互
い

に
解
読
研
究
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
お
寺
の
古
襖
を
一
日
が
か
り
で
剥
ぎ
、
次
回
解
読
す
る
、
ま
た
各
地
に
点

在
す
る
顕
彰
碑
・
頒
徳
碑
・
墓
碑
銘
な
ど
の
拓
本
に
よ
る
記
録
や
、
明
治
・
大
正
期
の

小
学
校
教
科
書
の
内
容
を
現
在
の
も
の
と
対
比
も
し
ま
し
た
。

  

何
で
も
古
い
も
の
に
は
関
心
を
も
っ
て
当
た
っ
て
い
ま
す
が
、
近
年
多
く
が
処
分
さ

れ
た
り
散
逸
し
て
い
る
事
は
大
変
残
念
に
思
い
ま
す
。

　

当
地
で
知
ら
れ
て
い
る
も
の
に「
孔
子
聖
廟
徳
修
館
」が
あ
り
ま
す
。文
化
三
年（
一
八

○
六
）
郷
校
と
し
て
創
立
さ
れ
、弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
孔
子
の
他
四
聖
人
を
祀
り
、

今
日
ま
で
顕
彰
保
存
会
に
よ
っ
て
保
存
さ
れ
て
い

ま
す
。
平
成
二
十
一
年
（
二
○
○
九
）
秋
、
中
国

山
東
省
よ
り
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
の
孔
子
像
が
贈
ら

れ
、
落
成
式
と
同
時
に
「
孔
子
釈せ

き

菜さ
い

」
の
儀
が
厳

粛
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

他
に
は
毛
利
元
就
七
男
元
政
に
よ
っ
て
建
て
ら

れ
た
「
毛
利
元
就
歯
廟
」（
宝ほ

う
き
よ
う
い
ん
と
う

篋
印
塔
）
が
あ
り

歴
史
的
由
緒
の
あ
る
様
々
な
遺
跡
・
史
跡
が
あ
り

ま
す
。�

（
代
表　

岩
崎　

章
）

　

連
絡
先　

周
南
市
安
田
三
丘
徳
修
館     

　

電　

話　

〇
八
三
三
―
九
二
―
〇
一
七
七

ふるさと山口・28

明
治
を
感
じ
る

く
ま
げ
郷
土
史
会

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
株
式
会
社

�

取
締
役
会
長
　
隅
　
修
三

地域に根ざす・29
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去
る
十
月
十
九
日
、
山
口
市

の
山
口
県
教
育
会
館
を
会
場
に
、

第
二
二
回
山
口
県
史
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
山
口
県
史
編
さ
ん

委
員
・
現
代
部
会
長
の
高
嶋
雅

明
先
生
（
和
歌
山
大
学
名
誉
教

授
）
で
、「
開
発
計
画
と
山
口
県
経
済
―
「
農

工
両
全
」
論
か
ら
「
周
南
開
発
」
へ
―
」
と
題

し
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

戦
後
、
県
域
経
済
を
戦
争
の
荒
廃
か
ら
浮
上

さ
せ
発
展
を
目
指
す
た
め
に
策
定
さ
れ
た
各
種

の
開
発
計
画
が
、
山
口
県
経
済
に
お
い
て
果
た

し
て
き
た
役
割
等
に
つ
い
て
、
専
門
的
見
地
か

ら
語
ら
れ
た
講
演
は
、
大
変
興
味
深
く
、
参
加

者
に
も
好
評
で
し
た
。

こちら
県史編さん室

◆
今
後
の
配
本
予
定
巻
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
『
史
料
編　

近
世
７
』
は
、
県
内
外
で
収
集
し
た
史
料
の

中
か
ら
萩
藩
・
支
藩
の
武
家
文
書
と
、
萩
藩
領
周
防
部
及
び

支
藩
領
の
地
方
・
町
方
等
の
史
料
を
収
録
し
ま
す
。

　
『
史
料
編　

幕
末
維
新
７
』
は
、
長
州
藩
明
治
維
新
史
を
多
様
な
視
点

か
ら
解
明
す
る
た
め
、
民
衆
意
識
、
宗
教
関
係
、
文
教
関
係
等
の
史
料
の
他
、

下
関
攘
夷
戦
争
に
係
る
海
外
史
料
を
収
録
し
ま
す
。

　
『
史
料
編　

近
代
３
』
は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
か
ら
、
第
二
次
世
界
大

戦
終
結
ま
で
の
時
期
を
対
象
と
し
、
中
央
集
権
的
画
一
化
が
進
行
す
る
中
で

の
、
本
県
の
政
治
・
社
会
・
文
化
等
の
史
料
を
収
録
し
ま
す
。

　
『
史
料
編　

現
代
４
』
は
、
戦
後
の
混
乱
か
ら
高
度
成
長
を
経
て
現
在
に
至
る
日

本
経
済
の
変
貌
と
関
連
さ
せ
て
、
本
県
経
済
の
発
展
と
構
造
転
換
の
歴
史
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
、
産
業
や
企
業
活
動
、
経
済
事
情
に
係
る
諸
史
料
を
収
録
し
ま
す
。

　
『
通
史
編　

近
代
』
は
、
廃
藩
置
県
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
ま
で
の
本
県
の
歴

史
を
、
多
様
な
歴
史
的
要
因
に
目
配
り
し
つ
つ
、
幅
広
い
視
野
か
ら
描
き
出
し
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

講演中の高嶋雅明先生

山口県史だより　　第30号
� 平成25年11月25日発行
編集・発行／山口県県史編さん室
〒753－8501  山口市滝町 1番 1号
TEL   083－933－4810
FAX   083－933－4869

山口県史の構成・刊行計画（全41巻）
　　 【通史編】        　6巻
既刊 原始・古代
既刊 中　　　世
　　 近　　　世
　　 幕 末 維 新
　　 近　　　代
　　 現　　　代
既刊 【民俗編】        　１ 巻
　　 【史料・資料編】 33巻
既刊 考古１（原始）
既刊 考古２（古代以降）
既刊 古代　（古代史料）
既刊 中世１（記録）
既刊 中世２（県内文書１）
既刊 中世３（県内文書２）
既刊 中世４（県内文書３・県外文書・
　　　　　　文学資料）
既刊 近世１（政治１）
既刊 近世２（政治２）
既刊 近世３（経済１）
既刊 近世４（経済２）　　　　　　
既刊 近世５（文化）　
既刊 近世６（諸家文書１）
　　 近世７（諸家文書２）
既刊 幕末維新１（政治・社会１）
既刊 幕末維新２（政治・社会２）
既刊 幕末維新３（政治・社会３）　
既刊 幕末維新４（政治・社会４）
既刊 幕末維新５（経済）
既刊 幕末維新６（軍事）
　　 幕末維新７（文化・海外史料）
既刊 近代１（政治・社会・文化１）
既刊 近代２（政治・社会・文化２）
　　 近代３（政治・社会・文化３）
既刊 近代４（産業・経済１）
既刊 近代５（産業・経済２）
既刊 現代１（県民の証言　体験手記編）
既刊 現代２（県民の証言　聞き取り編）
既刊 現代３（言論・文化　プランゲ文庫）
　　 現代４（産業・経済）
　　 現代５（政治・社会）
既刊 民俗１（民俗誌再考）
既刊 民俗２（暮らしと環境）
　　 【別編】　　　　　1巻
　　 年表

県史刊行の
お
知
ら
せ


